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Abstract

　　The purpose of this study was to examine the potentiality and the tasks of the fitness education 

program as the “Karada-tsukuri Exercise” in the elementary physical education classes.  For 

examining these potentiality and tasks, it was developed new teaching units that is based on the 

theory of HELP by Corbin.  In this teaching unit, the learning process and the products were measured 

in terms of student formative evaluation in the fitness education of physical education classes, the 

learning notes written by the students and the questionnaire of the learning contents.

　　The main findings were as follows:

　　This teaching unit got a high formative instrument focusing on students’ interactive and 

cooperative behaviors in physical 

　　1) These teaching units got a high formative evaluation in the fitness education by the students. 

However the image to the fitness education could not get a high evaluation in the two classes.

　　2) By analyzing the questionnaire of the learning contents and the learning notes written by the 

students, the most of students can learn the content of the fitness and keep the learning product after 

learning this teaching unit.  Especially the learning content of the exercise and the nourishment was 

effective for student understanding in this teaching unit.

　　3) These results suggest that this teaching unit has the potentiality as the “Karada-tsukuri 

Exercise” in the elementary physical education classes.
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P D緒　　言

　近年、子どもの肥満増加に歯止めがかからない。平成

19年度学校保健統計調査（文部科学省）によると肥満傾

向児の出現率が、女子では15歳において9.9％という最も

高い数値を示し、男子でも９歳から17歳で10％を超え、 

15歳で13.5％の数値を示している。この数値は、平成18年

より肥満児の算出方法が改訂され、平成17年までの調査

結果と単純に比較することはできないが、算出方法が変

わるまでの昭和52年度から平成17年度までにおいてみて

みると、男女とも全ての年齢で肥満傾向児が増加してい

ることが分かる。なかには倍増しているものもあり、健

康の問題が多く言われている現代の日本にとって、これ

は大変なことである。また、成人ばかりでなく、子ども

にも「メタボリックシンドローム」が広がっており、今

や子どもの約10人に１人が肥満児、さらにその肥満児の

約10人に１人が生活習慣病にかかっているという報告も

ある。ここ数十年で生活環境が大きく変容してきた結果、

子どもたちが健康に関する問題に見舞われることとなっ

た。このような子どもを取り巻く状況をも踏まえて、文

部科学省は学習指導要領の改訂を行い、各教科で「食に

関する教育」を扱うこととなった。

　一方、アメリカではわが国より早くから、学校体育で

健康や体力向上は重要な目標としてとらえられてきた。し

かし、従来の体力づくりのプログラムが深刻さを増す健

康・体力問題には無力なものであったことなどから、1980

年以降、体力づくりのプログラムの在り方が大きく変化

し、「フィットネス教育」と呼ばれる新しい理念に基づ

いたプログラムが数多く開発されることとなった。教育

機関向けのフィットネス教育プログラムにも多くの種類

があり、地域や自治体によって様々なフィットネス教育

プログラムが選択・実施されている（表１）。例えば、

小学生を対象に、自己の運動量を評価するなどフィット

ネスに関するセルフマネジメント能力の育成が意図され

ている「SPARK (Sports, Play, and Active Recreation for 

Kids)」、身体活動だけでなく栄養摂取や喫煙などに関す

る教育が含まれた総合的なライフスタイル教育の

「CATCH (The Child and Adolescent Trial for Cardio-

vascular Health)」、教室での学習を中心とした総合的ライ

フスタイル教育の「KYB (Know Your Body)」などがそ

れであり、その中でも現在多くの学校で用いられている

のがCorbin(1994)の「HELP理論」に基づく「Fitness for 

Life」のフィットネス教育プログラムである。　

　Corbin(1994、1997)は、新しいフィットネスプログラ

ムの原則を「HELP理論」とよび、「健康のための：Health」

「すべての人に役立つ：Everyone」「生涯にわたって：

Lifetime」「個人に応じた：Personal」をその主要なコン

セプトとしている。「HELP理論」に基づいて作られた

「Fitness for Life」には、①身体活動が健康やウェルネ

ス（幸福な生き方）にもたらす利益やフィットネスの原

理・原則について、知識を獲得する、②身体的にフィッ

トすることを目指す過程において、身体的に活動的にな
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表１　アメリカにおけるフィットス教育プログラムの開発

図１　生涯にわたるフィットネスへの階段（井谷，2001）

（井谷（2001）より引用）



る、③各個人のフィットネスプログラムを計画できるよ

うな自律した意志決定者になる、という目標があり、「依

存の段階」「意志決定の段階」「独立の段階」の３つの段

階を踏む学習の仕方となっている（図１）。

　近年の健康・医科学の発展により、青年期からの活動

的なライフスタイルが生活習慣病の予防に重要な影響を

及ぼすことが明らかとなった。それにより、フィットネ

スの目的がスポーツ競技のためのより高いフィットネス

水準を目指すことから、健康や日常的な身体活動の継続

へと重点を移すこととなり、プログラムは健康や身体活

動に関する知識や技能を重視し、生涯にわたって自律的

に運動実践を行うための能力育成を行うことが目標と

なった（井谷、2001）。例えば、「激しい運動でなければ

意味がない」という考え方に基づいた活動は、フィット

ネスレベルの低い学習者にとっては苦痛でしかなく、や

がてスポーツ自体やフィットネス活動から遠ざかってし

まう原因になりかねない。このような考え方は、フィッ

トネス教育の目標が短期的なフィットネスレベルの向上

よりも、長期的・日常的な身体活動の習慣化へ、そして、

スポーツパフォーマンスに関わるフィットネスから、健

康関連フィットネスへと変化していることを意味してお

り、このようなアメリカにおける研究成果やフィットネ

ス教育についての理念の変化は、わが国の学校体育が直

面している子どもたちの健康・体力問題への対処として、

重要な示唆を与えてくれるものである。前回の学習指導

要領改訂で「体操」が「体つくり運動」と運動領域の名

称が変わるとともに、その内容も「体力を高める運動

（低・中学年では「多様な動きをつくる運動（遊び））」

と「体ほぐしの運動」から構成されるようになった背景

には、わが国においても体力低下、運動不足、子どもの

遊びの環境の劣悪化などの要因が指摘されているからで

ある。 

　アメリカにおけるフィットネス教育に関する研究は、

井谷（2000）によってわが国に紹介され、井谷ほか（2000、

2002a、2002b）、中井ほか（2005）によって、Corbinの

「HELP理論」を用いた試行的実践が大学生・高校生・

中学生を対象に行われている。そのなかで、わが国の体

育への導入の可能性が検証されるとともに、その成果と

課題が提示されてきた。例えば、井谷ほか（2002a）は中

学校で実施されてきた選択制の「体つくり運動」にフィッ

トネスに関する知識やスキルの習得をねらいとしたフィッ

トネス学習を部分的に導入し、中学校におけるフィット

ネス学習の可能性を検討した結果、中学校体育へのフィッ

トネス学習の導入は無理なく行えることが明らかである。

しかし、中学生の興味や関心に応じた教材の工夫や授業

展開などに問題が残された。また、フィットネスに関す

る知識や実習をまとめて行うのか、フィットネス学習と

運動をモジュールで結ぶかなどの構成や配置の問題も残

された、と述べている。

　2008年の学習指導要領改訂により小学校１～４年生に

おいて「体つくり運動」が必修化されたことで改めて

「体つくり運動」に関する授業実践の研究が活性化しよ

うとしている。これは、前回の学習指導要領改訂で「体

ほぐし運動」が登場した時に、「気づき、調整、交流」

というキーワードが飛び交い、こういった運動の授業づ

くりの研究が教育現場の教師たちの間で活発化したのは

記憶に新しい（鈴木、2011）。しかし一方で、今回の改訂

で「体つくり運動」が必修化されたというポイントに対

する論議の多くは、小学校低・中学年における「体つく

り運動」の授業の在り方に集中する傾向（鈴木、2011）

や、依然として体つくり運動を独立した単元として取り

上げ、実践してきた学校は少なく、実際に体力向上を実

感させるような実践はほとんど見られていない（高橋、

2009）などの課題が指摘されている。 また、高橋（2009）

は、小学校高学年や中学生の「体力を高める運動」の授

業では、運動生活習慣の形成をねらいとして実践すべき

である。体育の体つくり運動の授業のみではとうてい体

力の向上を図れるものではない。改訂学習指導要領解説

では、このことを重視して「『体つくり運動』について

は、・・・学習したことを家庭などで生かすことができ

るよう指導の在り方を改善する」必要を説いている、と

述べている。このような状況からも、健康問題の対策や

健康教育に関する多様な実践を創り出しているフィット

ネス教育プログラムは「生涯にわたって健康な生活を送

る人」という目的とともに、わが国の体育授業への適用

性を検討していく価値があると考える。

　そこで本研究では、小学校高学年の体育授業において

「HELP理論」基づいたフィットネス教育プログラムを

開発・実践し、その学習過程と成果の検討を通して、「体

つくり運動」への導入の可能性と課題を検討しようとす

るものである。このことによって、生活習慣化をめざす

体つくり運動の帯状単元開発に向けた示唆も得られると

考えた。

２．研究方法

２．１．対象と時期
　大阪府下Ｉ小学校で教職歴30年目のＨ教諭（男性、56

歳）が担任の６年１組（男子９名、女子16名、計25名）

と、教職歴２年目のＡ教諭（女性、31歳）が担任の６年

２組（男子９名、女子15名、計24名）を対象に、平成20

年11月より全８時間のフィットネス学習の単元が実施さ

れた。なお、全８時間のうち、３時間以上の欠席、もし

くは授業評価票未記入、単元前・後、２学期末、３学期

始めのフィットネスに関する調査表未提出、及び単元終

了時学習ノート未提出の児童は分析の対象外とした。
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２．２．小学校体育としてのフィットネス学習の単元開発
２．２．１．学習内容の検討
　本実践は、全８時間の単元を「運動」「栄養」「からだ」

の３分野で構成した。「運動」分野は実際に運動をする

ことに限らず、有酸素運動について知ることなどのから

だを動かすことに関する実習と知識学習であり、「栄養」

分野は主に食生活についての実習と知識学習、そして、

「からだ」分野は睡眠や健康に関する知識学習のことで

ある。また、これらは独立させてその分野を学習する場

合と、２つ以上の分野を組み合わせて学習する場合を設

けた。

２．２．２．学習方法の検討
　井谷ほか（2002a）が中学生を対象に実践した際に得ら

れた課題から、本実践では以下の工夫を加えた。

　学習機会の保障：１クラスを６つの班に分け、班ごと

に授業で用いる学習ノートや教具をまとめた。

　教具の工夫：バンブーダンスのゴム紐、食事バランス

ガイドを立体化したコマ、写真やグラフの掲示物及び学

習ノートなどさまざまな教具を開発した。

　学習方法の工夫：本単元の学習の仕方については、毎

時間を「知る」「試す・確かめる」「運動する」の３領域

で構成した。「知る」は、新しく何かを知ること、主に

授業内容や学習ノートから知識を得ることを指し、「試す・

確かめる」は、新しく得た知識や方法を実際に試したり、

運動などの活動を通して確かめたりすることである。例

えば本単元６時間目には、食べ物を食べた後にそれを消

費できる量の運動を実際に行うという課題がある。「運動

する」は、実際に運動を行うことである。また、これら

のうち１つの領域で独立させて学習する場合と、２つ以

上の領域で関係させて学習を進める場合を設定した。さ

らに、「運動」「栄養」「からだ」の３分野と、「知る」「試

す・確かめる」「運動する」の３領域を互いに関係させ

て授業を進めることで、児童が学習しやすいフィットネ

ス教育の授業を開発した。

２．２．３．学習過程の検討

　本実践の学習過程は、児童が学習内容を系統的・発展

的に学べるように以下の工夫を加えた。

　・単元の学習過程を大きく３つに分け、Unit1：自分の

からだを知ろう、Unit2：より良いからだをつくるための

方法を知ろう、Unit3：より良いからだをつくってみよ

う、とした。

　・時間の流れを児童に理解させ、移動時間や方法の説

明などの時間を短縮できるように、毎授業を同じ学習の

進め方で学習過程を構成した。 

　・単元２時間目以降、毎回授業の始めにバンブーダン

スを行い、段階的にスピードを上げる、跳ぶ高さを高く

する、動きにバリエーションを加えることで、徐々に難

易度の高い運動・動きになるようにした。

　以上の学習内容・学習方法・学習過程の検討を経て開

発・作成された小学校高学年「体つくり運動」としての

フィットネス学習の単元計画を表２に示した。この単元

計画は、縦軸に本時のねらい、本時の学習内容、本時の

学習活動、本時の展開、本時の課題（宿題）、横軸に８

時間単元の時間進行を表示しており、現職教員が本単元

計画に基づいて追試験証可能なように、一般的な単元計

画より詳細な情報を示している。

２．３．資料収集と分析の手順

２．３．１．本実践による学習成果の分析

　本実践による学習成果及び学習内容の定着を検討する

ために、本単元の学習内容である「運動」「栄養」「から

だ」に対応した７分野・16項目から構成される調査表を

作成した（表３）。質問項目は５段階で回答するものが16

項目と記述が１項目であり、「運動（項目番号１、２、３）」

「栄養（項目番号６、７、８）」「からだ（11、12、13）」

の３分野それぞれに関する項目と「運動」「栄養」「から

だ」の各分野を組み合わせた分野（「運動＋栄養（項目

番号５、９）」「栄養＋からだ（項目番号10、15）」「から

だ＋運動（項目番号４、14）」）、そして、健康全体に関す

る１項目（「健康」分野（項目番号16））から構成されて

いる。調査は単元前（10月下旬）、単元後（12月初旬）、

２学期末（12月下旬）、３学期始め（１月初旬）の計４回

にわたり実施した。なお、「あてはまる」を５点、「まぁ

あてはまる」を4点、「どちらともいえない」を３点、「あ

まりあてはまらない」を２点、「あてはまらない」を１

点として得点化し、各項目・分野の合計得点を算出した。

また、項目番号11は就寝時間を聞いた項目であるので得

点化はしなかった。

２．３．２．学習の進め方及び学習課題に対するアセスメント

２．３．２．１．本実践に対する児童の形成的授業評価

　児童による本実践及び各時間のアセスメント情報を得

るために、井谷・中井ら（2006）によって開発された

「意欲」「価値」「運動」「印象」の４次元・12項目（３段

階）に５段階で授業に対する評価を問う「評価」項目を

１つ加えた計13項目から構成されるフィットネス授業の

形成的授業評価（表４）を毎授業終了後に児童に記入し

てもらった。なお、「はい」を３点、「どちらともいえな

い」を２点、「いいえ」を１点として得点化し、各項目・

次元の合計得点を算出した。

２．３．２．２．児童の学習成果と課題設定に対する分析

　本実践で設定した各学習課題の適切さを検討するため

に児童に対して作成した学習ノートへの記述を求めた。

収集した学習ノートから設定した学習課題への達成度、

難易度を分析した。分析は筆者と共同分析者（教育実習

を経験した大学３回生）の３名が表５に示す観点と評価

基準に基づき行った。なお、「運動」分野の分析対象は、
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２～５時間目、「栄養」分野の分析対象は４時間目の活

動である。また、Unit3の７・８時間目はこの単元の総ま

とめであり、「運動」「栄養」「からだ」の３分野全ての

分析対象になっている。

２．３．３．統計解析

　本研究における全ての統計解析の手続きはPASW 

Statistics 18 Windowsにより対応のあるt検定を用いて

行った。

３．結果と考察

３．１．本実践に対する児童の形成的授業評価

　図２、図３は本実践に対する児童からの評価及び本実

践の内容や進め方などを検討するために、毎授業終了時

に実施したフィットネス授業の形成的授業評価の結果を

示したものである（図２：６年１組、図３：６年２組）。

　全体的にみてみると、授業に対する５段階評価である

「評価」次元は両クラスとも各時間で多少の上下はある

ものの総じて４点以上の高い数値を示していることから、

本授業及び単元は児童から高い評価を得た単元であった

ことがわかる。また「意欲」「価値」「運動」の各次元は

両クラスとも単元を通して高い値を示しているのに対し、

「印象」次元は両クラスとも他の次元より低い値を示し

ている。これは「印象」次元の質問項目である「課題を

成功した後に、拍手や歓声が上がりましたか」の項目が

毎時間低い値を示していたことに起因しており、本実践
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表３　「運動」「栄養」「からだ」から構成される学習内容調査表



では、そのような機会をほとんどつくることができなかっ

たからである。

　次にクラス別にみてみると、１組は「意欲」「価値」

「運動」「印象」の各次元とも単元開始時と比較して単

元終了時が向上しており、特に「印象」次元は有意に得

点が向上している。一方、２組は「意欲」「価値」「運動」

「印象」の各次元とも大きな増減もなく、それぞれの次

元が単元を通して同様の得点を示している。また、両ク

ラスとも授業に対する５段階評価が５時間目に低下、６

時間目に向上、７時間目に再び低下という類似した変化

を示している。これは、３時間目から５時間目にかけて

同じ内容の運動を続けて行ったため学習意欲が低下し評

価が下がったが、６時間目にフィットネス教育特有の斬

新な学習の仕方が子どもの学習意欲を高めたことで評価

が向上し、運動場面が少ない７時間目にまた評価が低下

したものとみられる。つまり、運動量と児童の授業評価

に一定の関係があるようで、特に１組は運動の機会や内

容に評価の重点を置いていることがうかがえる。また図

４は児童が授業中に計測した歩数の平均値を示したもの

であるが、学習方法として「運動する・確かめる」を多

く取り入れた単元３～６時間目の歩数が多くなっている

ことから、授業評価を向上させるためには、オリエンテー

ションやまとめを含む他の時間でも運動量を確保する必

要であろう。このような結果は高等学校や中学校体育授
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表４　フィットネス授業の形成的授業評価票

表５　学習ノートへの記述の分析観点と評価基準



業を対象とした井谷ほか（2000、2002a）でも同様の結果

を示している。

　以上のことから、各授業及び本単元に対する児童の評

価は「意欲」「価値」「運動」「印象」の各次元及び５段

階評価において高い評価を得ることができたが、「印象」

次元は両クラスともに他の次元と比べて高い値を得るこ

とができなかった。また、２組の「印象」次元は単元全

体を通しても向上させることができなかった。下位項目

の分析から今後、課題を成功した後に、拍手や歓声が上

がるような授業場面や学習機会を設けることで、授業評

価を向上させるとともに、両クラスの授業の違いを詳細

に検討する必要性が確認された。 

３．２．本単元の学習成果とその定着

３．２．１．学習内容と対応した調査の検討

　図５・図６は、本単元による学習成果及び単元終了後

の学習内容の定着を検討するために、単元前・後、２学

期末、３学期始めに実施した「運動」「栄養」「からだ」

に対応した調査の分析結果を示したものである（図５：

６年１組、図６：６年２組）。

　これより、単元前・後では２組の「健康」及び「から

だ＋運動」分野を除いて概ね向上し、多少の変動はある

ものの３学期始めの調査においても２組の「健康」分野

以外は、単元前の調査よりも向上していることがわかる。

また、両クラスとも共通して「運動」や「栄養」に関す

る分野の値が高く、特に「運動」「運動＋栄養」「栄養＋

からだ」分野は全４回の調査で平均が全て４以上である。

一方で、「からだ」分野は、両クラスとも単元後、２学

期末、３学期始めの調査で単元前の調査よりは高い値を

示しているが、「運動」や「栄養」分野ほどの高い値は

示さなかった。

　次にクラス別にみてみると、１組は単元前に比べ単元

終了後は全分野で向上しており、しかも、３学期始めと

比較しても全分野が向上している。特に、「運動」「栄養

＋からだ」分野は有意に向上している。また、「からだ」

分野は単元が終了した２学期以降も向上を続け、３学期

始めにおいても単元前より有意に向上し続けている。こ

れらのことから、１組では本単元で学んだ学習内容が持

続しているといえよう。一方、２組は単元終了後では

「からだ＋運動」「健康」分野以外は向上しており、１

組と同様に単元前と３学期始めを比較しても、「健康」

分野以外で向上がみられた。特に、「運動」分野は1組同
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図３　フィットネス授業の形成的授業評価（２組）

図２　フィットネス授業の形成的授業評価（１組）



様単元後、２学期末、３学期始めを通して単元前より有

意に向上し、「運動＋栄養」分野も２学期末で単元前よ

り有意に向上している。しかし、「健康」分野は、２学

期末に一端向上するが、単元後及び３学期始めでは有意

に低下した。また、総じて全４回の調査においてほとん

どの次元で１組の方が高い値を示している。

　以上のことから、児童は本単元を学習することにより、

フィットネスについて理解を深め、単元終了後もその理

解は持続していたと考えられる。特に、「運動」や「栄

養」を組み合わせた内容でその効果が認められた。これ

は、中学校体育授業を対象に実践した井谷（2002a）ほか

が指摘した課題を克服したことになる。また、単元前と

比較して向上はしているものの、内容として「からだ」

に関する学習が他の学習分野と比べて児童には難しく、

クラス間でも学習成果に違いがみられたことから、今後、

さらに、学習内容や進め方を改善する必要性が再確認さ

れた。

３．２．２．学習ノートへの記述内容による学習課題の検討

　図７は、学習ノートへの記述内容の分析から本単元で

設定した「運動」「栄養」「からだ」の各分野に関する学

習課題の達成度・理解度や学習課題の難易度を検討した

ものである。 

　最初に、「運動」分野の学習課題をみてみると、両ク

ラスとも具体的な記述ができている○以上を示した児童

は、両クラスとも単元３時間目の心拍数の計測とその記

入であり、その以外の学習課題では総じて２組の方が具

体的な記入が多くみられたことから、設定した「運動」

についての学習課題の難易度はやや難しかったと考えら

れる。ただ、形成的授業評価の「運動」次元に関する得

点の高さ及び学習内容についての調査で「運動」分野が

有意に向上していることと、実際の観察で２時間目の歩

数の計測、３時間目の心拍数の計測に関する学習課題と

もにほとんどの児童が実践でき、４・５時間目の自分で

運動強度を調節して運動を行うという実習で、回数を重

ねることで達成でき、また、達成しようという意思のみ

える児童が増加していたこと、さらには、多くの児童が

単元８時間目のリフレクションも正しく行え、改善策ま

で挙げることができたことから推察して、「運動」分野

の学習課題の難易度は概ね適切であったが、日頃の体育

授業で学習ノートに記述するという学習の進め方が行わ

れておらず、そのことで記述内容の具体性に欠けていた

側面があったと考えられる。

　次に「栄養」分野の学習課題は、栄養バランスを記入

する単元４時間目で正しく色分けできている児童が大半

で、単元８時間目の健康プログラムの改善策も具体的に

記入できている児童が大半であった。一方、単元７時間
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図４　授業ごとの歩数の平均値

図５　１組の学習成果の変容（単元前・単元後・２学期末・３学期始め）



目に実施した３日間の食事の評価と理由を答える課題で

は、ほとんどの児童が記入はできているが、具体性には

欠けていた。ただ、学習内容について調査で「栄養」分

野に関する得点が単元終了後も継続して向上していたこ

とから、本単元での学習課題が単元終了後の実生活を経

て、児童の具体的な理解と知識に反映していったと考え

られる。このことから、この分野の学習課題設定は概ね

適切であるが、知識としての習得には時間を要すると考

えられる。

　最後に「からだ」分野の学習課題は、身に付いた知識

や実践力を確認する場面がほとんどなく、学習課題設定

に関する分析を行うことができなかった。唯一、「からだ」

分野で学習した知識を用いる単元７・８時間目の健康プ

ログラムの作成で、ほとんどの児童が学習したことを用

いて具体的に記述できていた。ただ、学習内容について

の調査で「からだ」分野に関する得点は、単元を通して

向上し続けたものの、他の次元と比較して低いことから、

「からだ」に関する学習課題について実生活と密接に関

連した学習課題をわかりやすく理解し、実践できるよう

にさらなる検討が必要である。

　以上のことから、本単元で設定した「運動」「栄養」

「からだ」の各学習課題は、授業中にすぐに理解するに

は少し難しい学習課題もあったが、８時間目の健康プロ

グラム作成という学習課題をほとんどの児童が具体的に

記述し、さらに、単元終了後に実生活を経て、具体的な

知識に繋がっていったことから、改善の余地はあるが概

ね妥当であったと考えられる。また、知的学習に中心を

おいたフィットネス学習の特性から体育授業中に学習ノー

トに記述するという学習の進め方を日頃の体育授業から

行うことの必要性が改めて示唆された。

４．まとめ
－「体力を高める運動」への導入可能性の検討－

　本研究の目的は、小学校高学年の体育授業において

「HELP理論」基づいたフィットネス教育プログラムを

開発・実践し、その学習過程と成果の検討を通して、「体

つくり運動」への導入の可能性と課題を検討しようとす

るものである。

　大阪府下の小学校６年生の２クラスを対象に「HELP

理論」に基づき「運動」「栄養」「からだ」の３分野と

「知る」「試す・確かめる」「運動する」の３領域の学び

方からなる１単元８時間の単元を開発・実践した。本実

践の学習課題、学習過程及び学習成果は、①単元前・後、

２学期末、３学期始めに実施した全４回の調査、②毎授

業終了後に実施した形成的授業評価、③学習ノートへの

記述の３点から分析した。

　得られた主な結果は、以下の通りである。

　①形成的授業評価の分析結果から、各授業及び本単元

に対する児童の評価は「意欲」「価値」「運動」「印象」

の各次元及び５段階評価において高い評価を得ることが

できたが、「印象」次元は両クラスともに他の次元と比

べて高い値を得ることができなかった。

　②全４回の調査結果から、児童は本単元を学習するこ

とにより、フィットネスについて理解を深め、単元終了

後もその理解は持続していたと考えられる。特に、「運動」
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図６　２組の学習成果の変容（単元前・単元後・２学期末・３学期始め）



や「栄養」を組み合わせた内容でその効果が認められた。

また、単元前と比較して向上はしているものの、内容と

して「からだ」に関する学習が他の学習分野と比べて児

童には難しく、クラス間でも学習成果に違いがみられた

ことから、今後、さらに、学習内容や進め方を改善する

必要性が再確認された。

　③授業で用いた学習ノートの記述分析から、本単元で

設定した「運動」「栄養」「からだ」の各学習課題は、授

業中にすぐに理解するには少し難しい学習課題もあった

が、８時間目の健康プログラム作成という学習課題をほ

とんどの児童が具体的に記述し、さらに、単元終了後に

実生活を経て、具体的な知識に繋がっていったことから、

改善の余地はあるが概ね妥当であったと考えられる。ま

た、知的学習に中心をおいたフィットネス学習の特性か

ら体育授業中に学習ノートに記述するという学習の進め

方を日頃の体育授業から行うことの必要性が改めて示唆

された。

　以上の結果から、小学校高学年体育の「体つくり運動」

へのフィットネス教育プログラム導入の可能性と課題に

ついて検討してみると、「運動」「栄養」「からだ」分野

から構成される学習内容と毎時間の学習課題は改善の必

要性はあるものの学習指導要領に示されている「体つく

り運動」の内容や教科の目標でもある「健康の保持増進」

「体力の向上」とも関連して「体つくり運動」の帯状単

元として導入可能なものであると考えられる。

　ただ、今回開発したフィットネス教育プログラムの特

徴でもある「知る」「試す・確かめる」「運動する」とい

う学び方が、知識学習中心のフィットネス教育プログラ

ムを実践的なプログラムへと変容させており、そのこと

が児童からの形成的授業評価を高めている要因にもなっ

ている。高橋（2009）は、生活習慣化をめざす体つくり

運動の帯状単元の必要性とともに、自主的な運動実践を

通して運動生活習慣を身に付けさせるべきで、そのため

の方法として、「運動日誌」に児童に提供して、自分で

決めたトレーニングメニューと実施時間、体育授業や授

業時間外のスポーツ参加や実施時間、万歩計の歩数、こ

のほか睡眠時間や食事、体調などを記録させ、自分の運

動生活の実態と体力や体調との関係について目を向けさ

せる必要がある、と述べている。今回の実践でも、「学

習ノート」「万歩計」「食育ゴマ」などの教具を用いて心

拍数、歩数、栄養バランス、カロリー計算、睡眠時間、

運動時間などを記録させ、自分の生活実態と体力や体調

の関係について実習を通して意識化させた。これらの工

夫が、学習内容や学習課題と関連し合いながら、自主的

な学習や生活習慣化へと繋がったと考えられる。今後も、

生活習慣化をめざす体つくり運動の帯状単元開発に向け

て、今回得た結果から学習内容・学習課題、さらには学

習の進め方をさらに改善することで、その具体的実践事

例を積み重ねていきたい。

　最後に、紙面の都合で掲載することができなかったが、

今回の実践では、学習ノートの役割が非常に大きかった。

井谷ほか（2004）でもその重要性とともに大学生向けの

学習ノートが掲載されているが、本実践でも、計33頁に

及ぶ小学生高学年向けの学習ノートを作成した。対象児

童は、毎時間この学習ノートの内容（学習課題）を基に

学習を進め、授業中に学習ノートに記述し、帰宅後も調

べ学習の結果を学習ノートに書き込み授業に持参した。

児童たちにとって体育授業で毎時間、学習ノートに記述

するということが日頃の体育授業の進め方から習慣化さ

れていなかったため、戸惑いと時間がかかるという難点

はあったが、この学習ノート抜きにはフィットネス学習

は成り立たなかったと言えよう。
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図７　３分野の学習課題の達成度・理解度
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